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　６月15日、役場駐車場にて老人クラブ会員による花植え
活動が行われました。この活動は毎年田子町老人クラブ連合
会が社会奉仕活動の一環として実施しており、今年は21名
の会員が参加しました。
　当日はあいにくの曇り空でしたが、多くの方が参加したこ
とで、あっという間に作業を終えることができました。ま
た、本来は植えた花にたっぷりと水をやるものですが、花を
植え終えた頃から丁度よく雨が降り始め、「空も花植えを手
伝ってくれた」と冗談交じりに話す方もいました。今年は役
場の駐車場だけでなく、老人福祉センターにもプランターに
植えた花を飾り、センターに来た方をきれいな花で迎え入れ
るようにしました。
　活動の最後には役場からパンとジュースの差し入れをいた
だき、参加した皆さんは達成感を得た表情で帰っていきまし
た。 老人センターの玄関前に飾りました

この社協だよりは社協会費と共同募金配分金により発行しています。

心も華やかに ～老人クラブ花植え活動～
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会費収入 2,793,000

寄付金収入 60,000

経常経費補助金収入 14,568,000

受託金収入 42,080,000
貸付事業収入 241,000

事業収入 9,412,000

負担金収入 20,000

介護保険事業収入
104,826,000

障害福祉サービス等事業収入
1,850,000

受取利息配当金収入 4,000

その他の収入 177,000

人件費支出
142,701,000

事業費支出 18,256,000

事務費支出 14,490,000

助成金支出 350,000

共同募金配分金事業費支出
1,030,000

貸付事業支出 300,000

負担金支出 288,000

その他の活動による支出
4,558,000

固定資産取得支出 400,000

積立資産支出 1,397,000

平成29年度予算
▶収　入　の　部

▶支　出　の　部

平成29年度事業計画
　田子町社会福祉協議会では、今年度も会員（住民）の皆
様とともに、地域の活動を支援しながら地域福祉を推進し
てまいります。

≪基本目標≫
　みんなでつくる心のかようやさしい福祉のまち

　＜主な推進項目＞
○社協組織と財政基盤及び相談援助体制の強化
　・法人の適切な経営
　・責任ある執行体制のための理事会等の組織強化
　・相談事業の強化と関係機関とのネットワーク体制の確立
　・財源の安定的確保
　・福祉サービス利用者援助
　・福祉団体等の育成
　・低所得者並びに離職者等の自立支援
　・福祉課題の把握

○�高齢者が元気でいきいきと長生きし、障害者にやさしい
まちをつくる
　・高齢者の仲間づくり支援と交流活動の推進
　・田子町老人福祉センターの指定管理事業

　・介護予防活動と介護保険サービスの活用
　・利用者本位の柔軟な福祉サービスの提供
　・在宅介護者の支援
　・�ノーマライゼーションの推進とインクルーシブ社会の
実現

　・障害者の社会参加と福祉的就労にむけた支援

○子どもが健全に育っていくまちをつくる
　・住民参加による子育て支援の仕組みづくり
　・母子・父子世帯のニーズ把握並びに課題解決
　・関係機関との連携密による専門的相談への対応
　・学童保育事業並びに子育て支援の充実

○みんなで築くふれあいの地域づくりを推進する
　・ほのぼのコミュニティ２１推進事業の充実
　・支えあいの意識の向上及び住民参加による活動の推進
　・町と連携した災害時の助け合いシステムの構築
　・幼児期からの一貫した福祉教育の推進
　・ボランティア活動の開拓並びに組織化とその支援
　・福祉情報の提供と啓発活動の推進

（単位：円）

（単位：円）
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　社会福祉協議会では、地域の住民同士の自発的な支え合い
活動であるサロン活動を各地域に勧めています。今年度は町
で行っている田子町地域介護予防活動支援事業もあり、例年
以上に各地区での活動が活発化しています。
　５月１日には、野月地区でそば打ち体験が行われ、そばを
こねながら日頃の地域の話題を話し合っていました。その他
の地区でも、ガリステごはんを食べたり、駐在所の方から講
話を聴いたりと、工夫した取り組みも見られています。
　社会福祉協議会と田子町役場健康増進課ではサロン活動に
ついて助成を行っていますので、お気軽にお問合せ下さい。

　５月31日、農業者トレーニングセンターにて老人ク
ラブ会員による体力測定が実施されました。この日町
内では住民の健康増進や地域の活性化にむけたイベン
トであるチャレンジデーが行われており、田子町老人
クラブ連合会でも12名の会員の方が参加しました。
　上体起こしや６分間歩行等、６つの種目から体力年
齢を測ると、参加者の中には実年齢よりも若い数値が
出た方も数名いました。参加者の皆さんは清々しい表
情をしながら、お互いの測定結果を見て盛り上がって
いました。

　５月30日、今年度１回目の会食交流事業寄りあいっ
こを行いました。３か月ぶりと言うこともあり、58名
もの方にご参加いただき、今回は鶴田町にある「鶴の
舞橋」を見に行きました。
　「鶴の舞橋」では岩木山や丹頂鶴も見ることができ、
参加者の皆さんは「いや～、逆さ津軽富士見れたな～」、
「オラんど見てちょうど鶴が鳴いたもんだ！」と感動し
ていました。
　今回は少し長距離の移動になりましたが、その時間や
疲れを吹き飛ばす程の景色に、帰りの道中では早くも次
の寄りあいっこを楽しみに待つ声も聞こえていました。

　６月13日、せせらぎの郷にてふれあい・いきいきサ
ロンリーダー研修会を開催しました。この日はすでに
実施している地区のサロンリーダーの他、未開催地区
の自治会長を含め19名の方が参加しました。日頃リー
ダーが行っている書類申請等の事務的な説明や、今年
度から役場健康増進課で行っている田子町地域介護予
防活動支援事業についての説明を行い、参加者からは
「カラオケの貸し出しがあればいい」、「町外の方が参加
した場合はどうすればいいのか」等と実際に活動をし
ているからこそ感じる意見がたくさん出ていました。

サロン活動推進中！

めざせ健康貯金29年度寄りあいっこ始まる！

サロンをもっとやりやすく！

ワクワクしながらこねる人、切る人、待つ人

限界に挑戦！橋を渡り切って記念写真

自分たちの地域に当てはめて考えます

い きき い きき通信通信こころ
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善 意 の 灯
　皆様からのあたたかいご寄付をお寄せいただきました

のでご紹介いたします。

　皆様からのご寄付は社協事業に有効に活用させていた

だきます。ありがとうございました。

　青森銀行田子支店大福会　様　……………　50,000円

　中 山 仁 八　様　……………………………　50,000円

　しらゆきの会　様　…………………………　17,580円

　演芸せきれい会　様　………………………　32,642円

　三戸ライオンズクラブ　様　……………　保存食料品

　匿 名 希 望　様　……………………………　 2,400円

（平成29年１月１日～５月31日受付分）

　社会福祉協議会では、毎年各自治会から福祉協力員の選任をお願いしています。
　福祉協力員の主な活動内容は、会費の集金や共同募金活動、社協だよりの配布、地域福祉に関する情報提供などです。
　みなさんのお宅にお伺いした際にはご協力の程よろしくお願い申し上げます。

平成29年度　福祉協力員　　　　　　　　　　（敬称略）
下田子 大石　直子 野畦沢 奥家　三雄 細 野 滝川　啓子 下本町 田村　重文 道 前 三浦　敏枝
塚ノ上ミ 稲村　正志 川 向 坂上　文英 明土平 白澤　英子 サンモール 中沢　　誠 嘉 沢 藤村　京子
舞 手 堀合　拓子 川 代 山田　とし 上相米 宮永　正幸 雀ヶ平 高沢　章子 山 口 梅内　勝子
向 山 中平　　弘 清水頭 遠澤　　廣 柴 倉 倉間　玲子 野 面 川端　　誠 関 下 桜川　和男
衣 更 足沢みつ子 椛 山 椛本　昌彦 根 渡 田中たず子 ノ実 山沢　　修 関 上 川原恵美子
七日市 萩原　則好 袖 平 大久保　稔 上風張 田畑　恵以 飯 豊 中村恵美子 夏 坂 日向　尚起
矢田郎 矢田　　均 干草場 大平　玲子 風 張 柳田　なか 原 原田　裕治 遠 瀬 田中　一義
野 月 井上　節子 長 坂 稲村　多美 南風張 川守田スヱ 道 地 小笠原真理子 水 亦 新田　賢三
種 子 佐藤　泰子 西舘野 川村　定子 南 側 小島　元子 石 亀 簗田　　進 新 田 山崎　文子
野々上 佐藤　　治 上 野 西村　美紀 北 側 一ノ渡尚武 杉 本 田畑　文子
池 振 奥家　三雄 宮 野 堀田きね子 中本町 森　　康一 茂 市 市川　幸子

　社協会費の納入のお願いに福祉協力員や班長さん方が皆様のお宅を訪問いた
します。いただいた会費は、サロン活動への助成や介護ベッドや車いすの無料
貸し出し、社協だよりの発行、弁護士による専門相談、会食交流事業（寄りあいっ
こ）、ボランティア活動費、福祉協力員活動費等に活用させていただきます。
　会費の納入は、皆様が社協を「会費」で支えることにより、一人ひとりが「地
域福祉」に参加しているという大きな意味を持っています。
　一人でも多くの皆様に会費の納入についてご理解とご協力をよろしくお願い
申し上げます。
　社協は皆様といっしょに地域福祉推進の中核的団体として、心のかようやさしい福祉のまちを
目指して活動しています。

社協会費・社協団体賛助会費納入のお願い
会　費 金額（１口）

普通会員 1,000円

賛助会員 2,000円

団体会費 5,000円

地域と社協のパイプ役！～福祉協力員のご紹介～

　田子町社会福祉協議会では、サロン活動中のケガや賠
償責任の補償として「ボランティア行事用保険」への加
入推奨及び手続きを行っています。

保険料（１名・１日あたり）：28円

ケガの

補 償

参加者

本人の

ケ ガ

死 亡 保 険 金 400万円

後 遺 障 害 保 険 金 400万円（限度額）

入 院 保 険 金 日 額 3,500円

手 術

保 険 金

入院中の手術 35,000円

外来の手術 17,500円

通 院 保 険 金 日 額 2,200円

賠償責任の補償
対 人 事 故 ２億円（１事故限度額）

対 物 事 故 1,000万円（１事故限度額）

　詳しくは田子町社会福祉協議会までお問い合わせくだ
さい。☎32-4045

サロン活動時保険のお知らせ
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